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7 月 行事等予定 

１ 火 生活朝会 懇談会③⑥ SSW 

２ 水 
集金日 委員会⑤⑥ 未来くるワーク 
トウモロコシの皮むき③  

３ 木 
懇談会○あ ①⑤ ８０２０歯科指導④ 
未来くるワーク 

４ 金 懇談会②④ 未来くるワーク 

５ 土 育成会「七夕飾りを作ろう」9:00-12:00 

６ 日  

７ 月 
読み聞かせ⑤⑥ 民生委員等連絡会 
ことばの教室巡回相談① SSW 

８ 火 代表委員会 

９ 水 
金融教育⑥ クラブ活動④⑤⑥ 
学期末清掃週間～１６日（水） 

10 木 
縦割日課 なかよし針小っ子タイム 
水道教室④ 安全点検日  

11 金 着衣泳⑥ 

12 土 土曜チャレンジスクール 

13 日   

14 月 
読み聞かせ①② 防犯教室① 
さわ相 SC SSW スマイル相談日 

15 火 表彰朝会 ４時間授業１３：３０下校 

16 水 
給食終了日 ４時間授業 英検 ESG⑥ 
大掃除 １３：５０下校※大掃除のため 

17 木 短縮４時間授業 １２：０５下校 

18 金 終業式 ３時間授業 １１：３５下校 

19 土 夏休み～８月２６日（火） 

 
8 月当初行事予定 

27 水 始業式 ３時間授業 １１：３５下校 

28 木 
短縮４時間授業 １２：０５下校 
発育測定○あ ④⑤⑥ 

29 金 
給食開始日 ４時間授業 １３：３０下校 
発育測定①②③ 

 
 
◆６月安全点検結果 異常ありませんでした。 
◆放課後の校庭使用について 下校後遊びに

きた時には暗くなる前に帰るよう、チャイム
を鳴らしています。以下の時刻までに帰るよ
う、ご家庭でもお声がけください。 
・ ３月から９月→１７時３０分 
・１０月から２月→１６時４５分 
また、自転車で学校に来た時には、決めら

れた場所に自転車を置きます。（運動遊園に
向かって一列に並べます。） 

◆自転車マナーアップについて 正門をく
ぐったら、自転車からおりて手でおして進み
ます。また、東門付近や給食室前には自転車
を停めません。 

 

◆遅刻・早退時の付添いについて お子さんの遅
刻・早退の際には、必ず、保護者の方の付添い
をお願いします。くれぐれも、お子さんのみで
遅刻・早退することのないようお願いします。 

 
◆第１回学校運営協議会 ６月６日（金）に学校運

営協議会を開催しました。学校・家庭・地域が一
体となり、子どもたちの健やかな成長を応援し、
見守っていきます。 

  ※ 本校の学校Webページに議事録を掲載し 
ています。 

 
○6/2 町たんけん② 
 東門から出て、町たんけんに出かけ 
ました。どのような生活への気づきが 
あったでしょうか。 
 
○6/5 プラネタリウム④ 
 青少年宇宙科学館で、プラネタリウ 
ム投影とサイエンスショーに参加しま 
した。理科の学びが充実しました。 
 
○6/10 音楽朝会 
 金管バンドの児童が演奏する「アイ 
ドル」の曲に合わせて、ボディパーカ 
ッションを楽しみました。 
 
○6/17 親善バスケットボール大会⑥ 
 オンラインで開会式に参加しました。 
その後、北浦和小に出かけ、北浦和小・ 
上木崎小・本校の３校親善バスケット 
ボール大会を楽しみました。 
 
○6/22～24 自然の教室⑤ 
 ２泊３日で、市立舘岩少年自然の家 
に宿泊しました。自然の中で、集団生 
活の基本を学びました。キャンプファ 
イヤーでは、大きく燃え上がった炎を 
囲んで、猛獣狩り等のレクや、ジンギ 
スカンやソーラン節等のダンスを楽し 
みました。 
 
○6/24～25スーパーマーケット見学③ 
 コープみらい上木崎店で、販売従事 
者の方の工夫や努力について学びまし 
た。バックヤードも見せていただきま 
した。 
 

始まりました！農園再生プロジェクト 

                               校 長  三
み

 村
むら

 美
み

 延
のぶ

 
コロナ禍を経て荒れてしまった学校農園を再生したい！と、昨年度、ＰＴＡと共に活動を始めま

した。農園は体育館の裏にあるので存在を知らない方も多いと思いますが、以前は地域の方にご協

力いただき、子どもたちが米や野菜を作って親子でおにぎりパーティーをしたり、ふれあい祭り（本

年度は 11月に開催）で大根を売ったりするなどしていたようです。しかし、気候の変動とともに子

どもたちが安全に活動できる期間が制限され、活動時間の確保が難しくなったことなどから、コロ

ナ禍をきっかけに農園の活動は休止していました。 

 

せっかくある農園を、子どもたちの「生きる力」を育むために何とか活用したい。その想いをＰ

ＴＡ役員の方々と共有し、農園再生プロジェクトが始動しました。 

まずは、伸び放題だった雑草の草刈りをしました。大量の雑草と所々で伸びた木により、作業は

難航しました。それでも、５月の親子除草では予想を上回る多くの方々にご参加いただき、また、

スポーツ少年団の方々のご協力もいただいて、ようやく農園の土地が見えてきました。 

食農体験のよさは様々ありますが、休止してしまった理由をクリアにしないことには継続させる

ことは困難です。農園の利用計画に悩んでいたところ、ＰＴＡ役員さんが「菌ちゃん農法」を活用

する段取りをつけてくださいました。大きなうねを一度作りさえすれば、その 

後は耕す必要がなく、無農薬・無肥料で、水やりもせずに美味しい野菜がとれ

るとのこと。人手のない学校にはぴったりの農法です。 

６月２日には「うね作り屋さん」の山田寿夫氏の指導の下、保護者や地域の

方がボランティアで参加し、おおきなうねを７つ作りました。途中に子どもた

ちも参加し、土を掘り起こしたり、うねの中に落ち葉や枯れ枝を入れたりしま

した。これは、落ち葉や枯れ枝についている糸状菌を土中に住まわせるための

ものです。うねを作るために山田さんがトラクターを動かすと子どもたちは歓

声をあげながら見入り、教室に戻る時間になると名残惜しそうに去っていきま

した。 

それから４週間。今日(6月 30 日)は「土中の菌ちゃんのエサ」を２種作りました。 

まず一つは「生野菜の漬物」。ご家庭からの野菜くずのご提供をありがとうございました。給食で

出た野菜くずはもちろん、近隣の保育園・幼稚園・小学校にもご協力いただき、５年生に手伝って

もらって糠(ぬか)と混ぜ合わせました。これは、４週間後の 7月 24 日まで保管しておきます。 

もう一つのエサは「天然素材(綿や絹 100%)の布」です。こちらは、１年生が今日のうちに土中に

埋めてくれました。布は菌ちゃんのエサとして分解され、いずれ無くなってしまうそうです。 

 

7 月 24 日(木)には、本日作った「野菜の漬物」をうねの中に埋めることを行います。漬物(発酵物)

は土中の菌ちゃんのエサになり、よい土を作ります。２学期には、野菜を育てる予定です。 

土作りの仕上げの作業です。どなたでも参加できます。一緒に汗を流しませんか。 

 

７月の生活目標「物を大切にしよう」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


